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女 方・本 田市 追 跡

警 急調 査 報 孝
(付 女 オ 古 墳 群 の 現 況 )



例

1 本 書 は、下館 市女 方字本 田前 625、 623番 地 に所在 す る埋 蔵 文化

財 包蔵 地 (本 田前 遺 跡 )の 緊 急発掘 調査 報 告書 であ る。

2 緊 急 調査 を実施 す るに至 った経緯 は、 お おむね 次 の とお りであ る。

梨 園経 営 を主 とす る専業農 家 の神 戸桂 一 氏 (地権 者 )が 、地 域 振 興 の一

環 と して 当該地 に駐 車場 を新 設す る にあた り、月 知 の遺跡 の取 扱 いをは

じめ い くつ か の行政 的指導 が あ つた 。

神 戸 氏 は小学校 に在 籍 して いた ころか ら 自宅周辺 域 の耕 作地 か ら多 く

の原始・ 古代 の遺 物 を採集 して いた こ と と相倹 つて、 昭和 10年代 の半 ば、

当該地 の西 方 に位 置す る隣接 域 で 田中国男博 士 が調査 を行 つて注 目され

た 、 いわ ゆ る「女 方遺 跡」の発 掘 調査 が行 われ て いた機 会 に、 たび たび現

地 に出 向 いて見学 して いた経 緯 が あ り、 そ の こ とが背景 とな つて遺 跡 の

学 術 的価 値 を十分 に認識 され て いた こ とにか ん がみ て 、今 回、造成 の行

われ て いな い野 菜畑 を対 象 に して、神 戸 氏 の負担 にお いて記録保 存 の調

査 を行 う こ とにな った 。

3 調査期 間 平成 10年 1月 12日 (月 )～ 1月 19日 (月 )

4 調査担 当者  下館 市文化 財 保 護審 議 会委員  西 宮 一 男

5 調査 関係 者

(1)下館 市 教 育 委員 会生 涯学 習課  課長補 佐 岩 崎 良 ― (担 当 )

(2)調 査協 力員 (敬鵜 )

神 戸 桂 一 神 戸  章 神 戸 欣 三 高 津 六 郎

神 戸 あ や 子 神 戸 正 子 中 束 朗 子 高 津 ハ ツ イ

6 出土遺 物 (縄 文土器細 片 )お よび神 戸 氏 が これ まで に採集 保 管 され て い

た一括 遺 物 (石 鉄・ 石 斧類 。石 皿・敲石・凹石・石棒・土偶 。土版 な ど)は 、氏

の ご好 意 に よ り下館 市教 育 委員 会 で保 管 す る こ とにな つた。
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7 女 方地 区 には、古 くか ら「女方六 十六塚」と呼 ばれ るほ ど塚 (古 墳 )が数

多 く存在 して いた こ とが 語 り継 がれ て いる。 しか しな が ら、幕 藩 時代 の

耕 地拡 大政 策 、第 二次 大戦 中の食糧 増産 政 策 に ともな う開墾 地 の拡 大 、

そ して、戦後 にお け る急激 な 開拓 事業 の進 展 、昭,和 30年 代 の半 ば以 降 か

ら顕著 にな つた工場 や個 人 住 宅 の建 設・ 住 宅 団地 造成 、 国道 をは じめ と

す る基 幹 道路 の整備 な ど、歴 史 の推移 を背 景 に して社 会 情勢 も著 しく変

貌 す る と とも に都 市化 もす す み、 この よ うな幾 多 の土地 利 用 が もた ら し

た結果 は 、往 時の純農 村社 会 の環 境 等 を一変 させ て しまつた こ とは周 知

の とお りで あ る。。

周知 の遺 跡 と して扱 われ て いる「女方古墳群 」も 、神 戸 氏 が 子供 の ころ

に は形 態 を整 え る 20余 基 の前方後 円墳 や 円墳 が存在 して いた とい うが 、

現 在 で は 3基 を我 す のみ で あ る。

今 回、神 戸 氏 の案 内で湮滅 古墳 の所在 地 確 認 を行 い、今後 、広 く郷 土

史料 と して保存活 用 を図 るた めの基 礎 的資料 と して「女方 古墳群 分布 図 」

を作成 し、本書 に収録 した 。

8 最後 であ るが 、今 回の緊 急 調査 は諸般 の事 情 で短 期 間 の 日程 で実施 せ

ざる を得 な か つた 。その 間 、三度 の降雪 に見舞 われ難 渋 を余儀 な く した

が 、終 始神 戸 氏 ご家 族 の皆 さんか ら懇切 な お世 話 を頂 戴 した 。 ここに記

して感 謝 の念 を捧 げ る しだ いであ る。
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■  遺 跡 こつ 位 置 避三 現 況

本 田前遺 跡 は、下館 市 大字 女 方字 本 田前 を中心 に して所 在 す る。古 くか

ら広 範 囲 に土器・ 石 器・ 骨 角器・ 土偶 等 の遺 物 が数 多 く散布 す る地 域 と し

て注 目され て いた 。

女 方地 区 (I日 伊 讃村 大字 女 方 )は 旧常陸 国の 西端 部 に位 置 し、南流 す る鬼

怒川 の 中流 域 をも つて 旧下総 国 と画す る。鬼 怒川左岸 沿 いに形 成 され る台

地 上 の女 方集 落 の全域 は、 お おむね 南北 の方 向 にひ ろが り、標 高 39～ 37m

ほ どを測 る起 伏 の少な い概 して平坦 な耕地 で 占め られ る純農 村 地 帯 であ つ

たが 、 昭和 30年 代 後 半 の ころか ら北 部地 区 を主 に各種 企 業 が 」R川 島駅 、

お よび 国道 50号 線 周辺域 に造 成 され た工業 団地 へ の誘致 が促 進 され る こ

とと時期 を同 じく して住 宅 団地 、個 人住 宅 の建 設 も進 み、 こ う した土地 利

用 に よる都 市化 の波 及 によ つて、往 時 の農村 社 会 の環境 と風 情 が しだ いに

失 われ て い つた 。

因み に、 この女方地 区の変 貌 を構 成 戸数 と世 帯数 の推移 か ら うかが うこ

とが で き る。 つ ま り、明治 30年代 は38戸 、明治 40年代 には分 家 を含 め て42

戸 であ つた の が 、約 1世紀 を経 た現 在 で は、戸数 は正確 を期 しが た いが世

帯数 の実 態 は 1,100を は るか に超 え るもの と言 われ る。

2  女 方 地 区 の 遺 跡  〔を》様 本目

(1)本 田 前 遺 跡

きわ め て周 知度 の高 い遺 跡 であ つた 関係 で、 これ まで に 中央 で活躍 し

て いる多 くの研 究者 、地 元 の郷土 史家 な どに よる現 地 踏 査 が たび たび行

われ て お り、そ の採集 遺 物 な どに よ つて遺 跡 の存 続・ 機 能 して いた 時期

が おお むね 把 握 され て いる。遺跡 は、集 落 が構成 され た所 在 地 につ いて

は不 明瞭 で あ る と しなが らも 、縄 文 時代 の草創 期 か ら奈 良・ 平 安 時代 に

またが り営 まれ て いた複 合遺 跡 であ る こ とが 明確 であ る と とも に、鬼 怒

川 左岸 台地 上 に存在 す る遺 跡 (埋蔵 文化財 包蔵 地 )と して は広 範 、か つ 、

保 存度 良 好 な遺 跡 と して学 術 的 にも高 い評価 を うけてお り、下館 周辺域

にお いて は、新 治郡 衛 跡 。同廃 寺跡 (協和灯)、 声 間 山古墳 は持・苗方後円墳)な どと

同様 に代 表 的な史 跡 にあ げ られ て いる。

これ まで に刊行 され て いる文献 等 に拠 つて、採集 土器 の編 年 を とお し

て遺跡 の性 格 な どを、縄 文 時代 か ら順 次表 示 して お きた い。

-5-



時  代 時  期 推定 年代 土 器 型 式 備 考

縄  文 車 創 期 BC7300 稲 荷 台式

一副 期 BC3300

BC3100

関 山 式

諸 磯 式

中 期 BC2800

BC2500

BC2200

五 領 ケ台 式

阿 玉 台 式

加 曽利 E式

後 期 BC1900

BC1700

BC1300

堀 の 内式

加 曽利 B式

曽 谷 式

貝 源?

晩 期 BC 900

BC 800

大洞 B式

安行 Ш式

東北南部地方で発見される土器

弥  生 中 期 AD 100 女 方 式 再葬墓

古  墳 中 期 AD 400 不 詳 士師器・須恵器の破片

※ 1 報文にある貝lFに ついては、やや傾斜を呈する遺跡の南織付近で認められたようであるが、範囲は猿小てンジミなどの淡水員類を主と

する地点貝塚の可能性が高い。 最近湮滅してしまった。

※2 調査期聞中、神戸桂一氏のご好意で同行いただき、想定される遣勝り範囲の表土面概療を試みたが、1椰・須恵の上器片を採集するこ

とはできなかった。 おそらく誤認り可能性も考えられる。

(2)女 方 遺 跡

この名称 で月知 され て いる遺 跡 は、本 田前遺 跡 の範 囲 内 に包括 され る

地 点 (区 画)に 所在 す るも の で、実 際 に遺跡 を訪れ るに しても「女 方」の地

域 は南北 に広 く、地理 不案 内の者 には戸 惑 いを生 じて いる向 きもあ る。

いわ ゆ る「女方遺 跡」を弥 生 時代 中期 の祭 祀 跡 (再 葬 墓 )と して学界 に報

じた の は 田中国男 博 士 であ り、 3か 年 に及 ぶ発掘 調査 の結果 を ま とめ ら

れ て昭和 19年 (1944)に 刊行 され た『 弥生 式縄 文 式接触 文化 の研 究 』 で一

躍 注 目され るよ うにな った 。

この調査 を特徴 づ けた の は、 20m四 方 の範 囲 に 40余 基 の小規模 竪

穴 (土墳 )か ら土器 が意 図 的 に埋納 され た と判 断 で き る状 態 で発 見 され た

ことで、 と くに、重形 土器 に人 面 を付 した ものが有名 であ る。人 面 を付

けた も の は 少な いが 、そ の他 に瓢 筆形 な どを した特 異 な形 状 の土器 が あ

り、 これ らの上器 に は箆 描 きによ る同心 円文 や 山形磨 消縄 文 を施 した複

雑 な模 様 が 注 目され て いる。か つ て は「接触 式土器 」の代 表 とも言 われ て

いたが 、 それ は縄 文土器 と弥 生土器 のデ ザ イ ンが融合 したか らであ る。
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3 女 五 万 古 準 報 鉾 の 分 布 と 現 状

下館 市域 に分布 す る古墳 群 につ いては、茨城 県 教 育 委員 会 が 昭和 34年

度 に刊行 した『 茨城 古墳総 覧 』 に拠 る と 9か 所 17基 が登録 され てお り、

そ の後 、多 少の新発 見 (確 認 )が あ つた と して も実 態 に大 きな変化 は認 め

られな い。 これ を地 域別 に概 観 す る と、鬼 怒川 左岸 に位 置す る女 方地 区

の 3基 と下川 島地 区の 2基 のほか はすべ て小 貝川流域 に集 中 してお り、

分布現 象 に偏在 性 のあ る こ とが 明確 に指摘 で きる。古代 氏族 の勢力版 図

を物 語 る結 果 であ ろ う と思考 され るが 、 これ らの古墳 の大 半 が未 調査 で

あ る と して も時期 的 には 6世紀 以 降 の築造 と考 え られ て いる。

す で に触 れ た よ うに、女 方地 区に は古 くか ら「女 方六 十六 塚」とい う伝

承 が あ り、量 的 に加 減 を考 慮 しても相 当数 の塚 (吉墳 )が 女 方 の地 に存在

して いた こ とが想像 で きるが 、現 在 にお いて は、 この伝 承 を傍 証 す るだ

けの痕 跡 は ほ とん ど見 当 らな い。

明治 27年 (1894)、 大 田村 (現 下館 市大字 大 田)在 住 の杉 山三 右衛 門 は、

県 西地 方 に係 わ る各種 史料 を引用 して 旧村 (現 大字 )単 位 にそ の沿 草 、 由

緒 あ る寺社 、特 記 に値 す る史 的事項 な どを克 明 に記 した『 常 陸 国係 杉 山

私 記 』 を著 わ して いる。村 によ つて は塚 や墳 墓 の存在 、 出土 品 の類 も含

まれ て いて 、考 古学 的領 域 にも参考 とな る面 が多 い。 そ こで 、女 方村 の

由来 を併 記 す る「船 玉村 」の項 をあげ てお きた い。

古老伝 に 曰 く往 古 当村 と女 方 と― ケ村 な りといはれ 中代 に南 部 の住居

は船 玉神 社 な る を以 つて船 玉村 と称 しぬ北 部居住所 に結城 氏別 堡 を築

き姫 方 を置 き し其 跡 に設 し住居 故 に此 女方 (ひめかた)村 と称 しぬ其 後 女 方

(蔵 書 に あ り)村 と称 しぬ其 の文字 を以 て今 をざ方村 と称 しぬ と言 いぬ

附言 女 方村 羽 黒神 社境 内 よ りや のね石 志 また石 等 を出す最 も人 力 を要

した るも のな るへ し又 当社 北 の方 に多 くの丘 陵 あれ とも其 名 を知 る者

な し故 に意 に戴 せ す

とあ る。 こ こに丘 陵 とあ るの は、お そ ら く塚 (古墳 )を 指摘 して いるの で

あ ろ うが 、 この時点 にお いて は墳 墓 と断言 で き る知 見 を得 て いなか つた

の で はあ る ま いか 。 この こ とに関連 して、 さ らに「船 玉村 」の項 を見 て い

くと、現 在 の船 玉古墳 (方 墳・ 装飾 古墳 と して県 指定 史跡 )を 「船 玉村八

幡社 境 内岩 屋 」 と題 して 、南 に開 口す る横 穴 式石 室 の構 造 や規 模・ 石材

な どの法 量 や特徴 を詳 しく報 じ、 この岩屋 の東 方 に高 さ 2mほ どの 3基
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の塚 の存在 を併 記 して いる こ とは、 自 らが現 地 に赴 き収 集 記録 に基 づ く

叙 述 で あ る こ とは明 白で あ る。「岩屋 」とは遺 骸 埋葬 施 設 で あ る石 室 を意

味す るも の で あ り、 この よ うな事例 はほか にも幾 つか あ げ られ る。た と

え ば、「小ナII村 」の項 に小川 氏 の館 跡 で岩屋 の確 認 が 記 され 、「深 見村 」の

項 で は、村 内 に分布 す る数 十 の丘 陵群 の うち 、明治 5年 (1872)に 富 士浅

間神社 境 内東 隅か ら岩屋 が発 見 され て人骨 と鉄 刀 の 出土 を紹 介 。 また 、

「茂 田村 」の頂 では、 明治 9年 (1876)に 白山地 内の岩屋 が発 見 され て水 晶

裂 (水 晶製 の切 子玉 であ ろ う)の 遺 品 を実 見 して いる。 さ らに、 明治 24年

(1891)に 下館城 跡 御 舟蔵 東 にお いて岩屋 の確 認記録 が み え る。そ の他 、

下館 市 外 の 旧村鞍 に存在 す る丘 陵・ 岩屋 に関す る記述 が散 見 され るの も、

計 画 的 に踏 査 を試 みた証 であ り、な によ りも湮滅 傾 向が加 速 して いる埋

蔵 文化 財 包蔵 地 の現 状 を憂慮 す る とき、限 られ た地 域 に存在 す る、あ る

いは存 在 して いた古墳群 の構 成 範 囲 を掌 握 す るの に得 難 い文献 と言 わ ざ

る を得 な い。

4 女 方 吉 墳 群 調 査 の 経 緯

当古墳 群 は、昭和 27年 と昭和 28年 の 2か 年 にわ た り、 日本 大学考 古学

会 に よ つて 3基 の 円墳 を対 象 に発 掘 調査 を行 つて いる。

第 3号墳 (本田,1256番抱)と 呼 ばれ た 円墳 (フ ジ′ユシ古墳)は 、墳 丘 の直径 約 24m、

高 さ 2m余 を測 り、墳 丘南裾 部 か ら礫 を小 日積 み に した全長 約 3m、 高

さ約 70ollの 規模 と推 定 され る横 穴 式石 室 を確 認 。石 室 の北 寄 りで人骨 片

と鉄 器 若 干 が検 出 され て いる。外 部施 設 と して、墳 丘 を と りま いて一段

の埴 輸列 が認 め られ て いる。個 体数 で は 、 円筒埴 輪 14、 埴 輪 馬 2、 人物

埴 輸 7体分 を数 え るが 、な か でも人物埴 輸 1体 の頭 部眉 間 に は、 あた か

も仏 頭 の 自墓 を想起 させ る 円珠 が施 され て いて、注 目され て いる。 これ

をも つて 当墳 の築造期 を仏教 文化 の伝来 との 関連 で比 定 す る 向 きも あ る

が 、異 説 もな くはな い。 当該地 一 帯 は比 較 的早 い時期 に宅地 化 がすす み 、

古墳 は完 全 に失われ て いる。

第 6号墳 (本田首644番地)と 称 され た 円墳 (日 月野古墳・原聖は前方後円墳)の 規 模 は、直径

約 24m、 高 さ約 2mを 測 り、墳 頂 は開墾 で削平 され て いた もの の 、埋 葬

主体 部 は青 自色 を呈す る粘 土 を用 いて構 築 され た粘 土椰 であ つた 。墓 室

は東 西 10.2m、 南北 5.5mを 最 大径 とす る楕 円形 の上墳 のなか に粘 土床 を

|
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設 け、長 軸 に沿 つて舟形 の椰 がつ くられ て いた 。長 さ8.75m、 幅 lm内

外 、深 さ60～ 70 clllの 規模 であ り、副葬 品 はわず か に小 刀子 の破 片 1点 の

み であ つた 。

※ 当墳は駐車場造成予定地の南側に隣接して北から南に主軸をもつ苗方後円墳であつたという。調査の時点では円墳として教われているが、

調査の実施苗、古墳り所在した地点り南にひちがる地形が傾斜を呈し、かつ、低かつたために耕地管理上種々 の支障が生していた関係で、そ

の対応策のひとつに苗方部0盛土を撮H機出して赫土面を全体的に盛つた経緯があつた。しばらくの同、後円部は残存していたが、その後、

宅地に追成されて湮滅してしまった。

当墳 につ いて神 戸 氏 の記 憶 を整理 す る と、前 方部 の高 さは後 円部 と比

較 す る とか な り低 く、全長 は35mほ どであ つた ら しい。形 態 的 には未発

達 の前 方後 円墳 といえ る。 さ らに、主体 部 が粘 土椰 であ る こ とが 明確 で

あ る こ とは 、古墳 時代 の比 較 的遡 る時期 に構 築 され た古墳 と推測 が許 さ

れ よ う。 当墳 は、県 内 出現 期 古墳 のひ とつ にあ げ られ る岩瀬 町の「狐 塚 古

墳 (描土椰を主体部ける全長40mO苗方後方墳)」 の遥 か 西方 に位 置す る鬼 怒川 左 岸 に構 築 さ

れ た女 方 古墳群 の主墳 的性 格 を示 唆す る古墳 と推測 で き る と とも に、 当

古墳群 の性 格 と成 因 の史 的背 景 を解 明す る うえ で、 その存在 意 義 は きわ

めて高 い古墳 と考 え られ る。

次 に調査 が行 われ て いるの は第 10号 墳 (本田北221番地)と 称 され た短径 約 13

m、 高 さ約 2mほ どの 円墳 であ る。主体 部 は墳 丘 南裾 部 に礫 を小 日積 に

した横 穴 式石 室 で 、天丼 は崩壊 して いたが 、形 状 は長 さ約 6m、 高 さ約

1.5mを 測 り、架 構 法 は第 3号墳 に類似 す る。副葬 品 と して は、金鋼 製 素

環 耳節 り 1、 鉄片 1が あ る。主体 部 の上 部 に玉石 に よる葺石 が確 認 され

て いる。

今 回、神 戸桂 一氏 ととも に行 つた分布 調査 で 、所在 を確 認 で き得 た古

墳 は 16基 で あ つた が 、現 存 す るの はわず か に 3基 であ り、他 の 13基 はす

べ て湮滅 し、その痕 跡 す らも留 め て いな い。

現 存 す る古墳 は女 方地 区北 部 の鬼 怒川 に沿 う「お ざか たふ れ あ い広場 」

北側 防風 林 のな か に存在 す る 円墳 2基 と、本 田前 の糸沢 定 治 氏 宅地 内 に

小祠 を祀 り保 護 され て いる 円墳 1基 (神研好古墳)で あ る。

-10-



5 本 圧コ 菰 遺 跡 の 写劃 杏

(1)調 査 の経 過

調査 対 象範 囲 は造成 予定 地 の南 西部 あた り、腐 植 土 が露 呈 す る野菜畑

に限定 し、南北 方 向に長 さ21m、 東 西方 向に幅 3mの 第 1ト レンチ を、

そ の 中央 部 にお いて交差 す る状 況 で東 西方 向 に長 さ 8m、 南 北 方 向に幅

2.5mの 第 2ト レンチ をそれ ぞれ 設定 して表 土 の掘 削作 業 を開始 した 。

調査総 面積 は80ぽ ほ どであ る。

腐植 土 を約 40 oll掘 り下 げ た地 点 にお いて軟質 の ロ ーム面 を確 認 して い

るが 、堆積 腐植 上 の層位 の識別観 察 はほ とん ど不 可能 で あ つた 。 とい う

の も、 当該地 を含 め る一帯 は、歴 史 的 に も良質 の桑 の葉 を産 出す る地 域

と して知 られ 、神 戸 氏宅 で も先 祖 の代 か ら広 範 な桑畑 を維 持 管理 して き

たが 、養 蚕 業 の衰退 の兆 しが 見 え隠れす る よ うにな つた 昭和 35年 の ころ

にな つて、神 戸家 でも一斉 に桑 の撤 去 が行 われ る こ ととな り、抜根 作業

に よる堆積 腐植 土 の撹 乱 を余儀 な く した。 そ の後 、深耕 作物 栽 塔 な どの

影 響 もあ つて、今 回の調査 にお いて出土 した遺物 (縄文土器★と分朗翌石斧・石軽等)の す

べ て は、不本 意 なが ら撹 乱 され た腐 植 土層 の 中か ら採集 した も の ばか り

で 占め られ て いる。

ロ ーム 面 の観察 で は、北 か ら南へ と平垣 で緩 い傾斜 を呈 して いる こ と

が認 め られ た ほか 、第 1ト レンチ北端 近 くに良 好 な状 態 の炉 施 設が検 出

され て いる。その周辺 に炉 施 設 と共 伴 関係 が想定 され る ピ ッ ト群 (炉 を

と りま く柱 穴 )や 、第 1ト レンチの南側 に寄 つた地 点 で 、炉 が機 能 して

いた住居 跡 に伴 う側壁 の落 ち込 み、あ る いは立 上 りな どの遺 構 。 さ らに

は周糠なども確認できることにより、炉跡の時期や性格などが解明でき

得るとする期待が多少はあつたものの、残念ながらそれらを掌握するま

でには至らなかつた。

(2)検 出 され た炉 跡 の遺構

炉 は石 囲 いの炉 であ る。検 出 され た炉 の構 造 は、 ロ ーム 面 を 1 5clllほ ど

掘 りくば め、 その周 囲 を川 原石 20数個 を用 いてほぼ 円形 状 に一段 でめ ぐ

ら し、南北 約 90 clll、 東 西約 80ollを 測 る規模 であ つたが 、 西北 の部分 で 2

個 ほ どの石 が失 われ て いる。 それ ぞれ の石 の表 面 は火熱 が いち じる しく、

炉跡 の 内部 に は腐植 上 が 詰 ま り、最 下層 には焼 上 が堆積 し、炉底 も焼 土
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化 して いるものの 、焼 け具 合 は弱 か つた 。炉 跡 に甕 な どの土器 類 を埋 設

した よ うな痕 跡 は認 め られ なか つた 。

炉 跡 が屋 内炉 と して機 能 して いた とす るな らば 、 当然 の こ とな が ら生

活 必需施 設 といえ よ う。だ とすれ ば 、石 囲 いの周辺 は堅 く踏 み 固め られ

た痕 跡 が ロ ーム面 か ら看 取 され て然 るべ きか と思 われ る。今後 の検 討課

題 に してお きた い。

6    お  わ  叱)  t〔二

今 回の調査 は、諸般 の事 情 で 日程 と調査 対 象 面積 に い くつか の制約 が

あ り、 それ に加 え て三度 にわた る予想外 の降雪 に見舞 われ難 渋 を余儀 な

く したが 、幸 いにも神 戸 氏 の ご家族 、な らび に地 域社 会 の人 々の善意 に

支 え られ 、一応初 期 の 目的 を達成 し、安堵 す る こ とが で きた 。た だ 、惜

しまれ る点 は、 田 中博 士 の調 査結果 とは切 り離 して 、本 田前 遺 跡 か ら検

出 され た炉 跡遺構 の時期 と性格 が不 明瞭 の ま ま報 文 を結 ぶ に至 つた こ と

であ る。今後 の検 討 に委 ね る こ ととは した ものの 、炉跡 周辺 の状況 を背

景 と して 、独 断 と偏 見 と して受 け止 め られ るか も知 れ な いが 、 ここに仮

説 の一端 を技涯 して お きた い。

炉 跡 の遺 構 の時期 の特 定 は伴 出遺物 が皆 無 であ るた め に困難 で あ るが 、

お そ ら く縄 文 時代 の 中期 以 降 にお いて、竪 穴 住居 で常 時使 用 され て いた

施 設 とは異 な り、 当時の人 々が居 住地 の近 くに設営 をみた炉 跡 であ る可

能 性 を捨 て切 れ な いで いる。つ ま り、 自然現 象 にた い して炉 の火炎 を媒

体 とす る信 仰 へ の思考 形 態 を具現 化 す るた め、 その祭 祀 行為 に伴 う屋 外

炉 と して機 能 して いた も の と思 われ る。 い ま考 え る こ とので き る対 象 と

して は、遥 か南東 の方 向 に答 え る筑 波 の峰 に霊威 を意識 して いた とも考

え られ る し、眼下 を南流 す る鬼怒川 に魚 介類 の豊漁 を祈願 して いたか も

知 れ な い。 はた また、神 戸 氏 が 曰 く「日光連 山か ら乗換 えな しで 吹 き寄 せ

る強風 」とは、秋 の末 か ら春 先 にか けて吹 き寄 せ る北 西 の卓越 した強風 を

指 して お り、 この よ うな厳 しい 自然環境 に長 敬 の念 を捧 げ る と とも に、

そ の都 度 、鎮 静化 を祈願 して いた こ とも想 像 で き る。 ここにあ げた い く

つ か の私 見 は、集 落 の集 団的秩 序 を維 持 して い くうえ で重 要 な こ とであ

り、祭 祀行 為 その ものが強 い規 制 を受 けなが ら執行 され て いた もの と思

われ る。
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いず れ に しても 、各地 の事例 を参考 に しなが ら、 さ らな る検 討 をす す

めて いきた いと考 え て いる。
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図 版 6

神戸桂一氏が農作業中に採集 された遺物
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